
令和４年度海津市立大江小学校 学校評価について 
 

【評価指標】児童アンケートと保護者アンケート、教職員の自己評価によるもの 
児童アンケートと教職員の自己評価は「よくできた」「だいたいできた」「あまりできなかった」

「できなかった」、保護者アンケートは「そう思う」「少し思う」「あまり思わない」「思わない」の

４種類で回答・評価がされています。従って、評価指標は「よくできた」「あまりできなかった」及

び「そう思う」「少し思う」を合計した割合が８０％以上を到達目標としています。 

※前期・後期の数値の単位は％です。また、変化は５％以上の増減を矢印で表しました。 

 アンケート・質問項目 前期 後期 変化 

よ
く
考
え
る
子 

児童アンケート 

１ 「課題意識・自主」 94.1 94.8 → 

２ 「考えを伝え、まとめる」 84.3 93.0 ↗ 

３ 「タブレット活用」 96.1 93.0 → 

保護者アンケート 

４ 「タブレット活用による家庭学習」 80.8 80.4 → 

教職員の自己評価 

学特３ 「課題化・導入の工夫」 83.4 100 ↗ 

学特６ 「家庭学習の工夫」 71.5 62.5 ↘ 

【職員による今年度の成果と次年度に向けた改善案】 
・単元の最後の出口の姿が大事であり、今後もゴールに向けた指導改善が必要である。 

・考えの形成は、指導事項として扱わないといけない内容であり、今後も力を入れていく。 

・導入が単位時間内で長くなりすぎないよう、５分を目安に時間配分を計画する。国語科では、単

元全体の意欲化を目指し、単元の導入に力を入れていく。 

・内容に応じて、単位時間の学びをふり返ったり、疑問点を出したりしていく。 

・ＩＣＴは現在の大江小では、授業内でよく使われている。今後も積極的に使っていく。目的は、

あくまでも教科の力を付けることである。 

・一般的に４年生から自主学習に取り組むことが多い。全員が同じ学習をする必要はない。取り組

み方は工夫をしていきたい。 

例）ケドの○○までできる。自分で選んでやってくる。 

既習内容の○△◆から、自分で必要なところを選んでやってくる。 

励
ま
し
合
う
子 

児童アンケート 

４ 「よさ見つけ」 86.3 89.4 → 

５ 「あいさつ」 92.2 91.3 → 

６ 「思いやり」 94.1 87.7 ↘ 

７ 「一人一役・係・当番活動」 96.1 94.7 → 

保護者アンケート 

５ 「あいさつ」 94.2 100 ↗ 

７ 「自己有用感」 94.2 94.7 → 

８ 「いじめ」 98.1 100 → 

教職員の自己評価 

学特７ 「あいさつ・よさ見つけ」 85.7 100 ↗ 

学特９ 「リーダー指導」 ― 88.9  

生健２ 「いじめ」 100 100 → 

【職員による今年度の成果と次年度に向けた改善案】 
・令和 5 年度は、行事に PTA や地域等と連携することもあるかもしれないが、行事等の目的を十

分に考えて、その上で流れや仕事分担等を行う。 

・６年生では、先を見据えて周りに声をかける子も出てきた。気付いて、働きかけたいという気持

ちが見られる。 

→自分が動くことで、周りの様子が変わったり、受け入れられたりすることにより、リーダーとし

ての意識が芽生えたり、自己有用感が芽生えたりする。もともと、今の学級組織（○○長）は、

全員がリーダーを経験することにある。リーダーを固定しないで、どの子にも経験をさせたい。 

・児童アンケートにおける思いやりの評価は少し下がったが，「数値の変化だけでなく，変化の内容

や要因に目を向けることが大切である」との学校評議員の指摘を受けた。今後とも，思いやりの

育成に向けて，言動の変容や児童自身の振り返りによる内面的な成長を目指して取り組んでいく。 

－２－ 



進
ん
で
き
た
え
る
子 

児童アンケート 

９ 「運動・掃除・奉仕活動」 86.3 94.7 ↗ 

１０ 「悩み相談」 90.2 91.2 → 

１１ 「規則正しい生活」 84.3 80.7 ↘ 

保護者アンケート 

１０ 「運動・掃除」 96.2 96.4 → 

１１ 「規則正しい生活」 86.8 80.0 ↘ 

教職員の自己評価 

生健３ 「運動・掃除」 100 100 → 

【職員による今年度の成果と次年度に向けた改善案】 
・保護者も巻き込んで行いたい。２学期秋の授業参観で情報モラルの授業を行いたい。 

・引き続き、児童をよく観察し、児童理解を大切にしていきたい。 

・運動量を増やしたい。 

→全校遊び（運動・健康委員会発信）の機会を増やす。 

 ８の字跳び（５・６年生中心） 

 縦割り遊び（６年生中心で月１回は行っていきたい）今まで取り組んできたことを深める。 

地
域
に
開
か
れ
信
頼
さ
れ
る
学
校 

児童アンケート 

１１ 「地域行事への参加」 88.2 91.2 → 

１２ 「ふるさとへの愛着」 96.1 94.7 → 

保護者アンケート 

１３ 「情報発信」 83.0 94.7 ↗ 

１４ 「あいさつ・地域行事への参加」 81.1 82.2 → 

教職員の自己評価 

１ 「情報発信」 100 100 → 

【職員による今年度の成果と次年度に向けた改善案】 
・前回より向上した。今後ともグループウェアなどのＩＣＴを効果的に活用し、業務改善を推進す

る。 

・ＨＰや「すぐーる」などを活用した保護者・地域への情報発信を行う。 

例）閉校を見据えた HPの運用に取り組む。 

働
き
方
改
革
と
業
務
改
善 

教職員の自己評価 

２ 「よさ見つけ」 100 100 → 

３ 「主体性・協働性」 57.1 100 ↗ 

【職員による今年度の成果と次年度に向けた改善案】 
・前回よりも向上した。今後も短い時間の中でも子どものよさを積極的に教職員間で共有し、子ど

もにそれをフィードバックすることで自己肯定感や自己有用感の育成につなげる。 

・前回よりも向上した。今後も管理職からの見通しをもった声かけと見届けを充実させることで教

職員間の主体性と協働性を意識した学校運営に努める。 

 

－３－ 


